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■

論 文 内 容 の 要 旨

これまで多くの実験動物,午,豚,ヒトなどで体外受精に成功しているが,山羊においてはその試森も

なされていない.著者は山羊において体外虚構旺使われる卵普及が精子材料の準備に関する一連の研究を

実施したのも,それらを基礎とし芯体外薗精杷 怠りくみ,̀大要つぎのごと脅威寮を得ている｡

1.体外受精用の末受精排卵卵子を多数得るための過剰排卵処置についての実験を行っている｡この実

験ではホルモン勉理と発情との関係齢よびホルモン地理とそれに伴う卵巣の反応紅ついて検討.Lた｡プp

巧タダランディ1/FBα を,妊馬血清性性腺刺激ホルそ,/(PMSG)勉現野･6,12時間前あるいは PMSG

処理後24時間で投与練ること虹より,山定時間内に発情の発現観 ;ヒト繊毛性性腺刺激ホルモ㍍.(hCG)

注射紅よる過乗瞳巨卵を試み允鹿果‥hCG投与後平均28時間で排卵し, 排卵率は70%,､排卵数は平均10個

であった｡

芦.体外受精用の箪熟卵子を得る他,o方絵ともて,ホルモア処理によって発情を誘起した雌山羊卵巣か

ら未成熟卵胞卵子を採集して,体外で培養成熟させる実験な行っ常も､為.藤並 KR軍液中での培養後20斗

30時閲で,約半数の卵胞卵子が成熟L,体内での成熟佐要する時間 (28時間)とほぼ∵致した｡

3.上記のような実験用卵子の準備法が確立された段階で,体外受精用の精子,すなわち受精能獲得構

予を得るたやの勉理条件乾ついで検討し顛 O一凄艶串の際山薬卵子への授精にききだ連環,予備実験として

透明帯除去-ムスター卵子への侵入試験により,受精能獲得の有無を間接師 こ検定し乾 O,鹿の子宮および

卵管内で5時間培養した山羊の精子を体外で透明帯除去-ムスク丁卵子に授績すると,授精後2時間で59

%の卵子に精子の侵入が認められたOまた兎および牛の子宮内で前培養された山羊精子を使っても-ムス

ター卵子への精子の侵入が認められたOこれらのことから山羊清子は異種の生殖幕内でも受精能獲得に近

い生理学的変化が誘起されるものと考えられる｡

4.つぎに最終的に山羊の成熟卵子を使って体外受精を試みた｡すなわち透明帯除去-ムスター卵子に

侵入しうるような山羊精子は,ほぼ受精能を獲得しているものと考えられたので,この条件をそなえた精
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子を使って山羊卵子への精子侵入の有無をしらべた-.キ藤および兎の子宮内で前培養された山羊精子を授精

した結査,透明帯除去卵子には高率に侵入したが,透明帯付着卵子には優先し得ず,精子受精能の完全獲

得のためには前処理の段階で追加されるべき条件の存在が示唆され葦O

論 文 審 査 のて鹿 島 の 算 哲 ､

一般に噂乳動物の体外受精に成功することは,その種における受精の初期像を直視下で正確に把捉しう

ることになり,また応用面では,不妊の治療,受精環境の人為的制禦,受精卵の移植に関連する技術など

の見地からきわめて有蕃義である｡これまでに多くの乗取動物,辛,豚,ヒトなどで体外受精に成功して

いるが,山羊においてはその試みもなされていないi著者は山羊において受精実験に使われる卵子および

精子材料の準備に関する一連の研究を実施したのち体外受精にとりくみ,大要つぎのごとき成練を得てい

る｡

1.体外受精用の未受精排卵卵子を多数確保するために,性腺刺激ホルモン処理と発情との関係および

ホルモン処理による卵巣の舞応について検討した｡その結果,PMSG処理による発情の発現後hCGを注

射することにより,平埼70時間で排卵することを確かめた｡また排卵率は28%,1頭当りの排卵数は平均

10個であった｡

2.体外撃精用の成熟卵子を得るための他の方法として,雌山羊の卵巣から未成熟卵胞卵子を採集して

体外で培養,成熟させる実験を行い,修正 KRB液中で20-50時間培養することにより,約半数の卵胞卵

子が成熟することを確かめた｡

3.体外受精の成功に不可欠な精子の受精能獲得のための処理条件について検討した｡この場合受精能

獲得の有無をしらペるための卵子材料として,山羊のかわりに透明帯除去-ムスター卵子を利用した｡山

羊精子を豚の子宮および卵管内で5時間前培養することにより,体外で-ムスター卵子に侵入しうる能力

を獲得し,授精後2時間で約60%の卵子に侵入しうるような条件をそなえた山羊精子は,受精能を獲得し

ているものと考えられたので,最終日的である山羊卵子を使っての体外受精を試みた｡すなわち透明帯除

去および透明帯つきの山羊卵子に,豚および兎の子宮管内で前培養した山羊精子を授精した結果,透明帯

除去卵子には高率に侵入し允が,透明帯つきの卵子には侵入しえなかった｡

透明帯つきの山羊卵子に侵入をみていないので完全な成功とはいえないが,透明帯除去卵子での受精に

成功した点で,この動物種での体外受癖は大きく進展したものと評価される｡

以上のように本論文は体外受精が困難とされている中塾家畜において多くpの新しい知見を得ており,家

蕃繁殖学並びに受精生理学に寄与するところが大きい｡

よって/本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡･
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